動きを特徴とした遊具のデザイン by 南川 茂樹




























め、転がることによって、 伸び縮みする 。 単純な仕組み
で、ダイナミックな形状の変化が得られる遊具になった。
英語の“wriggle” （のたうつ） から命名。 数字は車輪の
数を意味する。
3.WRIG-4 
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4.WRIG-12 
max.1445 ・ min.792 × 85 × 95mm
ブナ、ウォルナット、ブナに着色
南川茂樹
















し難くなっている 。 フランス語の“tricolore” (3 色）
からと、転がるところから命名。
6.FLI0-4 
220ﾗ60ﾗ115mm 
ウォルナット、ブナ
坂道の転がして、動きを楽しむ遊具。 TRICOLO で使
用したルーローの三角形を車輪に利用する。回転するこ
とで車軸はぶれ、胴体が左右に揺れる。 連結部は可動す
るため、胴体が互いに振れながら進み、結果尾を振って
歩いているように見える 。 “振り尾”から命名。
7.FLI0-6 
450ﾗ80ﾗ170mm 
ウォルナット、ブナ
FLI0-4の 3 連結タイプ。サイズを一回り大きくして、
よりダイナミックな動きを表現した。 ぎくしゃくした動
きが生き物のようで、愛敬があるものになった。
（すべて1999年制作）
